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し
た
。

　

最
初
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
午

後
１
時
か
ら
伊
藤
逸
雄
連
盟
副
委
員

長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
来
賓
挨
拶
、

紹
介
の
後
、
研
修
①
「
更
生
保
護
の

現
状
と
自
立
準
備
ホ
ー
ム
制
度
と
課

題
」
と
題
し
て
、札
幌
保
護
観
察
所
長
・

吉
原
克
紀
氏
が
講
演
を
つ
と
め
ら
れ

た
。
研
修
②
実
践
報
告（
Ⅰ
）で
は「
天

理
教
釧
正
分
教
会
の
取
り
組
み
」
と

し
て
坂
下
寛
幸
会
長
が
自
ら
行
っ
て

い
る
活
動
を
発
表
。

　

休
憩
後
、
研
修
③
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
生
き
て
、
ふ
た
た
び
保
護
司
深

谷
善
輔
」
を
書
い
て
』
と
題
し
て
、
脚
本
家
・
久
松
真
一
氏
が
記
念
講
演

を
さ
れ
た
。
久
松
氏
は
ド
ラ
マ
を
書
く
ま
で
の
経
緯
や
裏
話
を
は
じ
め
、

諭
達
第
四
号
の
「
人
救
け
た
ら
我
が
身
救
か
る
」
を
引
い
て
、
自
ら
体
験

さ
れ
た
親
友
へ
の
感
動
的
な
お
た
す
け
の
話
を
さ
れ
、
最
後
に
保
護
司
活

動
は
お
た
す
け
に
つ
な
が
る
大
切
な
か
け
が
え
の
な
い
活
動
で
あ
る
と
激

励
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

一
日
目
の
研
修
は
こ
れ
で
終
了
。

宿
舎
の
羽
幌
分
教
会
に
移
動
し
、

情
報
交
換
会
が
開
か
れ
た
。
こ
こ

で
は
よ
う
ぼ
く
保
護
司
同
士
の
親

交
を
深
め
合
い
、
ま
た
様
々
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち

北
嶋
眞
二
郎
連
盟
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
白
熊
繁
一
氏
が
講

演
。
カ
ル
ト
教
団
な
ど
の
組
織
が
行
う
実
際
の
勧
誘
方
法
や
、
人
々
を
守

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
の
か
な
ど
、
実
体
験
を
踏
ま
え

た
様
々
な
事
案
を
映
像
を
見
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
取
り
上
げ
話
を
進
め

ら
れ
た
。
引
き
続
き
、
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
様
々
な
質
問
に
丁
寧
に
答

え
ら
れ
、
現
実
的
な
問
題
を
真
剣
に
考
え
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

阪
倉
喜
一
郎
副
委
員
長
の
閉
会
の
辞
を
持
っ
て
研
修
会
は
終
了
し
、
櫻

井
詰
所
に
移
動
し
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
も
保
護
司
活
動
に

つ
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
飛
び
交
っ
た
。

期　

日　

令
和
５
年
11
月
28
日
（
火
）
～
29
日
（
水
）

会　

場　

北
海
道
教
務
支
庁

参
加
者　

60
名

　

令
和
５
年
11
月
28
日
～
29
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
天
理
教
北
海
道
教
務

支
庁
（
奥
村
尚
人
教
区
長
）
を
会
場
に
、
よ
う
ぼ
く
保
護
司
研
修
会
を
開

催
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
札
幌
観
察
所
長
・
吉
原
克
紀
氏
、
北
海
道
地
方
保
護
司
連

盟
会
長
・
山
本
康
次
氏
、
天
理
教
布
教
部
社
会
福
祉
課
長
・
村
田
幸
喜
氏
、

北
海
道
教
区
長
・
奥
村
尚
人
氏
、
記
念
講
演
講
師
と
し
て
脚
本
家
・
久
松

真
一
氏
を
迎
え
、
北
海
道
教
区
・
福
島
教
区
・
岡
山
教
区
の
各
保
護
司
、

福
祉
に
携
わ
る
方
、
そ
し
て
連
盟
委
員
を
含
め
、
60
名
が
研
修
会
に
参
加
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こ
れ
ま
で
の
や
り
方
や
体
制
を
見
直
す
動
き

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
自
分
自
身
も
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
年
は
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　

高
橋

あ 
と 
が 

き

表
　
彰

立
教
百
八
十
六
年
下
半
期
に
叙
勲
さ
れ
た
方

○
法
務
大
臣
賞　

川
口
龍
司　
（
奈
良
教
区
・
山
名
大
・
山
乃
洋
分
）

○
藍
綬
褒
章　

大
脇
悦
子　
（
北
海
道
教
区
・
亀
岡
大
・
三
石
分
）

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
時　

令
和
6
年
４
月
25
日(

木
）　

13
時
～
16
時

内
容　
「
人
生
の
や
り
直
し
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
あ
っ
と
し
た
支
援
と
は
」

講
師　

平
瀬
雅
樹
先
生

　
　
　

奈
良
大
教
会　

神
街
道
分
教
会
長　

社
会
福
祉
士　

保
護
司　

※
同
日
、
社
会
福
祉
大
会
が
別
紙
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
参
加
の
方

　

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
に
て
「
お

　

名
前
」「
所
属
団
体
名
」
を
明
記
し
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
6
年
度
天
理
教
保
護
司
連
盟
総
会

に
閉
会
と
な
っ
た
。

　

二
日
目
は
研
修
④
「
天
理

教
の
社
会
福
祉
活
動
と
お
た

す
け
」
と
題
し
て
、
布
教
部

社
会
福
祉
課
長
・
村
田
幸
喜

氏
が
講
演
さ
れ
、
研
修
⑤
実

践
報
告
（
Ⅱ
）
で
は
「
天
理

教
男
能
富
分
教
会
の
取
り
組

み
」
と
し
て
五
十
嵐
仁
会
長

が
自
ら
行
っ
て
い
る
活
動
を

発
表
。
続
い
て
の
研
修
⑥
で

は
、（
１
）「
全
支
部
に
１

名
以
上
の
よ
う
ぼ
く
保
護
司

を
！
」
に
つ
い
て
は
孔
岩
雄

連
盟
委
員
が
、（
２
）「
自
立

準
備
ホ
ー
ム
の
増
設
」
に
つ

い
て
原
田
浩
連
盟
委
員
が
、

天
理
教
保
護
司
連
盟
の
目
標

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
し

た
。

　

最
後
に
、
阪
倉
喜
一
郎
連

盟
副
委
員
長
の
閉
会
の
言
葉

を
も
っ
て
第
11
回
よ
う
ぼ

く
保
護
司
研
修
会
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
を
閉
会
し
た
。


